
か
せ
ら
れ
た
の
で
体
力
は
維
持
で
き
た
。

昭
和
二
十
二
年
に
入
っ
て
高
齢
者
、
病
弱
者
の
帰
国
が
優
先

さ
れ
、
同
年
十
月
、
ナ
ホ
ト
カ
か
ら
第
三
回
目
の
船
に
乗
せ
ら

れ
、
同
月
十
二
日
に
舞
鶴
港
に
上
陸
、
帰
還
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
船
中
で
は
、
再
び
い
ず
れ
か
の
ソ
連
領
に
連
行
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
は
消
え
ず
、
船
内
の
同
胞
は
平

穏
を
装
っ
て
い
た
も
の
の
、
心
中
は
激
し
く
動
揺
し
て
い
た
。

大
丸
藤
井
の
会
社
で
は
私
が
初
め
て
の
召
集
者
で
あ
っ
た
の

で
、
召
集
後
、
帰
還
ま
で
私
の
留
守
宅
に
俸
給
が
送
ら
れ
て
い
た
。

現
在
八
十
二
歳
と
な
り
悠
悠
自
適
の
生
活
を
送
っ
て
お
り
、

軍
隊
時
代
の
写
真
で
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
も
あ
る
が
、
ソ
連
で
の

抑
留
生
活
は
忌
ま
わ
し
い
一
時
で
あ
っ
た
。

抑

留

記
　 

東
京
都
　
金
子
亮
輔
　 

住

所
　
　
立
川
市
曙
町
三
丁
目
一
一
―
一
九

生
年
月
日
　
　
大
正
十
四
年
八
月
一
日
生

現
役
入
営
　
　
北
支
派
遣
軍
衣
第
四
二
九
五
部
隊

独
立
歩
兵
第
四
十
四
大
隊
入
営
（
昭
和
十
九

年
十
二
月
）

昭
和
二
十
年
六
月
北
支
よ
り
移
動
、
七
月
よ
り
北
朝
鮮
興
南

市
に
駐
屯
す
。
宿
舎
は
日
本
人
高
等
女
学
校
。
毎
日
、
対
米
戦

闘
の
教
育
を
受
け
る
。
演
習
場
は
定
平
郡
竜
口
里
の
ハ
ゲ
山
と

奥
地
で
、
ま
た
昭
和
二
十
年
八
月
八
日
「
ソ
連
が
対
日
宣
戦
布

告
」
の
情
報
が
入
り
、
ソ
連
戦
車
に
備
え
た
が
、
八
月
十
五
日

に
終
戦
と
な
る
。
我
々
は
十
六
日
に
知
る
。

九
月
二
日
ご
ろ
、
武
装
解
除
と
な
る
。
興
南
港
に
ソ
連
の
貨

物
船
が
入
港
す
る
。
日
本
軍
の
糧
秣
や
衣
類
等
を
、
日
本
軍
将

校
を
除
い
て
毎
日
か
り
出
さ
れ
、
倉
庫
よ
り
船
に
使
役
と
し
て

運
ん
だ
。

昭
和
二
十
年
九
月
ご
ろ
、
日
本
へ
帰
国
す
る
の
だ
と
乗
船
命

令
を
受
け
、
ソ
連
兵
が
つ
い
て
い
た
。
連
行
さ
れ
た
所
は
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
で
、
港
に
上
陸
。
市
内
を
巡
っ
て
対
岸
の
丘
の

上
に
あ
る
ラ
ー
ゲ
ル
（
収
容
所
）
に
。
地
区
は
わ
か
ら
な
い
。

九
月
二
十
日
ご
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
は
九
月
に
入
る
と
日
本
と
異
な
っ
て
寒
い
。
収
容



所
は
二
重
に
有
刺
鉄
線
で
囲
ま
れ
、
四
隅
の
高
い
櫓
に
は
歩
哨

（
チ
ッ
ソ
ボ
ー
イ
）
が
自
動
小
銃
を
抱
え
て
立
っ
て
い
る
。
カ

ザ
ル
マ
ー
（
兵
舎
）
又
は
収
容
所
と
言
う
。
入
る
前
に
服
装
及

び
所
持
品
の
検
査
が
あ
り
、
二
百
人
く
ら
い
入
れ
る
粗
末
な
も

の
で
あ
っ
た
。
ペ
チ
カ
が
東
、
西
に
一
つ
ず
つ
あ
っ
た
。
一
週

間
は
収
容
所
を
修
理
し
た
り
、
環
境
の
整
理
を
し
た
。
そ
の
後
、

ラ
ボ
ー
ト
（
労
働
）
に
出
る
。
芋
掘
り
、
製
材
所
、
ド
ー
ス

（
家
造
り
）

、
レ
ン
ガ
積
み
、
左
官
や
大
工
は
前
職
を
生
か
し

て
の
作
業
で
あ
る
。

毎
朝
五
列
縦
隊
に
並
べ
て
の
点
呼
。
人
員
掌
握
で
寒
い
中
一

時
間
近
く
立
た
さ
れ
る
。
や
り
き
れ
な
か
っ
た
。

食
事
は
黒
パ
ン
一
切
れ
、
雑
穀
の
お
か
ゆ
と
塩
漬
け
に
し
た

キ
ャ
ベ
ツ
の
ス
ー
プ
な
ど
で
あ
っ
た
。
一
日
も
早
く
内
地
に
帰

り
た
い
一
心
で
あ
る
。
日
本
は
、
家
族
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
、
心
配
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ス
は
全
然
入
ら
な
い
の
で
、
帰

る
こ
と
だ
け
が
生
き
る
希
望
で
あ
り
、
心
の
支
え
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
に
な
る
と
、
冬
の
寒
さ
は
我
々
の
考
え
て
い

た
以
上
に
寒
く
、
栄
養
失
調
、
気
管
支
炎
、
気
管
支
系
統
の
病

気
や
肺
結
核
等
の
病
気
が
増
加
し
て
、
死
亡
者
が
続
出
し
た
。

ソ
連
の
マ
ダ
ム
ド
ク
ト
ル
・
マ
イ
ヨ
ー
ル
（
少
佐
）
が
、
常
勤

で
抑
留
者
を
診
察
し
た
。
日
本
人
の
軍
医
も
一
緒
で
あ
る
。
患

者
は
熱
が
三
八
度
以
上
な
い
と
、
そ
の
日
の
作
業
を
休
ま
せ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
。
痔
の
患
者
は
、
ど
ん
な
に
病
状
が
悪
化
し

て
い
て
も
作
業
は
休
ま
せ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
仲

間
同
士
で
助
け
合
い
な
が
ら
、
内
地
に
帰
る
ま
で
は
絶
対
に
死

ぬ
ま
い
と
お
互
い
に
励
ま
し
合
っ
た
。

入
浴
は
シ
ャ
ワ
ー
で
、
夏
は
近
く
の
川
で
水
浴
す
る
だ
け
で

粗
末
で
あ
る
。
衣
類
は
日
本
軍
隊
の
分
捕
り
品
で
、
新
し
い
服

や
シ
ャ
ツ
類
は
全
部
ソ
連
の
地
方
人
が
着
服
し
、
日
本
人
は
古

物
を
支
給
さ
れ
る
。
い
か
に
ソ
連
に
は
品
物
が
不
足
し
て
い
た

か
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
に
な
る
と
ノ
ル
マ
（
仕
事
量
）
を
指
定
す
る

よ
う
に
な
り
、
作
業
は
厳
し
く
な
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら

「
ス
タ
ハ
ノ
フ
社
会
主
義
生
産
運
動
」
が
展
開
さ
れ
て
、
期
間

は
一
カ
月
で
あ
る
が
、
終
わ
っ
て
も「
ノ
ル
マ
」
は
止
め
な
か
っ

た
。そ

の
う
ち
私
は
マ
ラ
リ
ア
と
壊
血
病
に
罹
り
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ
ク
の
ウ
リ
ウ
ス
の
病
院
に
入
院
し
た
が
熱
が
下
が
ら
ず
、



ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
の
中
央
病
院
に
移
さ
れ
た
。

こ
の
病
院
は
、

各
地
区
、
地
方
よ
り
送
ら
れ
て
き
た
日
本
人
の
患
者
が
大
勢
い

た
。
日
本
の
軍
医
と
衛
生
下
士
官
数
名
と
、
後
は
ソ
連
の
軍
医

が
数
名
い
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
す
が
に
栄
養
失
調
、
肺
結
核
な

ど
で
、
後
は
作
業
場
で
の
怪
我
で
体
が
弱
っ
て
い
る
の
で
、
な

か
な
か
治
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
日
本
人
の
死
亡
者
は
、
ソ
連

の
軍
医
、
日
本
の
軍
医
の
立
ち
会
い
の
も
と
で
解
剖
さ
れ
た
。

私
の
戦
友
、

野
口
賢
次
も
一
緒
に
入
院
し
た
が
死
亡
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
間
に
私
の
体
も
回
復
し
、
退
院
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
四
月
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
う
。

行
く
先
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
の
街
の
中
に
あ
る
、
港
の
造

船
所
の
所
に
繋
が
れ
て
い
る
「
サ
マ
ル
カ
ン
ド
」
と
い
う
船
の

収
容
所
で
あ
る
。
貨
物
船
で
、
中
に
日
本
人
が
百
五
十
人
ぐ
ら

い
い
た
と
思
う
。
大
体
、
千
島
列
島
方
面
に
い
た
陸
海
軍
の
兵

隊
で
あ
っ
た
。
日
本
人
は
街
の
中
に
あ
る
工
場
及
び
造
船
所
へ

作
業
に
出
た
。
一
番
重
宝
が
ら
れ
た
電
気
、
建
築
関
係
、
特
に

電
工
、
大
工
、
建
具
屋
な
ど
の
人
々
は
、
労
働
に
対
す
る
報
酬

が
あ
っ
た
。
後
は
樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）
よ
り
来
る
貨
物
船
の
修

理
と
掃
除
、
私
は
俗
に
「
か
ん
か
ん
虫
」
と
言
う
「
ペ
ン
キ
塗

り
」
の
作
業
に
、
又
は
日
に
よ
っ
て
掃
除
の
方
に
回
さ
れ
た
。

人
数
は
一
個
班
十
五
名
く
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
。

昭
和
二
十
三
年
に
入
る
と
、
日
本
人
の
食
物
は
若
干
で
は
あ

る
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、

食
料
事
情
も
一
応
国
際
法
に
沿
っ

た
物
が
支
給
さ
れ
て
き
た
。
日
曜
日
に
は
演
芸
が
始
ま
る
。

「
浅
草
の
灯
」
な
ど
、
演
芸
の
好
き
な
人
々
が
役
者
と
な
っ
て

一
般
に
見
せ
て
く
れ
た
。
ま
た
相
撲
大
会
な
ど
を
や
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
民
主
的
な
運
営
に
切
り
換
わ
る
選
挙

で
代
表
者
が
決
定
し
た
。
各
中
隊
に
も
責
任
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に

決
ま
っ
た
。
ま
た
「
ア
ク
チ
ブ
」
の
人
々
は
、
ど
う
い
う
人
選

で
こ
う
い
う
人
が
選
ば
れ
た
の
か
が
私
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

日
本
新
聞
や
「
テ
キ
ス
ト
」
は
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
編
集
さ
れ
た

の
だ
と
い
う
。
朝
、
作
業
に
行
く
前
、
又
は
夕
食
後
に
必
ず
、

帝
国
主
義
又
は
資
本
主
義
を
批
判
す
る
講
義
が
行
わ
れ
た
。
講

義
を
聞
か
な
い
と
帰
国
は
で
き
な
い
よ
う
な
流
言
飛
語
が
日
常

茶
飯
事
と
な
っ
た
。
こ
の
「
オ
ル
グ
」
の
人
々
は
共
産
党
史
等

も
勉
強
会
を
行
っ
て
い
た
。

昭
和
二
十
四
年
の
正
月
と
な
り
、

一
日
だ
け
は
休
日
に
な
る
。

平
凡
な
毎
日
が
続
く
民
主
教
育
、

厳
寒
の
シ
ベ
リ
ア
で
の
労
働
、



皆
が
異
口
同
音
に
言
う
こ
と
は
、「
早
く
内
地
に
帰
り
た
い
」

の
一
言
で
あ
る
。

四
月
下
旬
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
う
、
責
任
者
の
方
に
呼
び
出
さ

れ
、
事
務
所
に
て
内
地
帰
還
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
そ
の
時
は
二

十
人
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
。
二
日
後
に
環
境
整
理
を
し
て
、

船
の
ラ
ー
ゲ
ル
「
サ
マ
ル
カ
ン
ド
」
を
後
に
し
た
。
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ッ
ク
の
街
の
中
の
駅
に
着
く
と
、
ウ
ラ
ジ
オ
付
近
の
ラ
ー

ゲ
ル
か
ら
来
た
日
本
人
と
一
緒
に
な
っ
て
、
ソ
連
の
責
任
者
と

日
本
の
責
任
者
と
通
訳
が
つ
い
て
、
一
路
ナ
ホ
ト
カ
に
向
か
っ

た
。
人
員
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。
よ
う
や
く
ナ
ホ
ト
カ
に

着
い
て
収
容
所
に
入
っ
た
。

人
間
は
現
金
な
も
の
で
、
帰
国
が
目
前
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
精
神
的
に
元
気
が
出
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
そ
う
は
い
か
な
い

で
、
別
の
宿
舎
に
回
さ
れ
た
。
皆
心
配
し
た
。
そ
う
し
た
ら

「
ソ
連
の
関
係
者
と
オ
ル
グ
た
ち
」（
日
本
人
）
の
民
主
教
育
が

始
ま
っ
た
。
昭
和
二
十
四
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。
帰
国
を
前

に
し
て
ま
た
難
題
で
あ
る
。
日
本
に
帰
す
か
ど
う
す
る
か
の
選

別
の
よ
う
で
も
あ
る
。
一
週
間
ぐ
ら
い
続
い
た
と
思
う
。
残
さ

れ
た
者
も
い
た
よ
う
だ
と
言
う
人
も
い
た
。
我
々
の
ラ
ー
ゲ
ル

か
ら
来
た
人
は
残
さ
れ
ず
に
、
第
一
～
第
三
収
容
所
を
通
過
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
身
体
検
査
や
ら
荷
物
の
検
査
等
が
厳
密
に
行

わ
れ
た
。

夢
に
見
た
日
本
の
船
だ
。「
山
澄
丸
」
が
岸
壁
に
横
づ
け
に

な
っ
て
、
日
の
丸
が
見
え
た
。
涙
が
出
た
。
そ
の
時
、
二
十
四

歳
で
あ
っ
た
。
四
年
近
く
も
シ
ベ
リ
ア
で
労
働
さ
せ
ら
れ
て
、

「
ウ
ソ
」
を
つ
か
れ
、
つ
か
れ
、
き
た
せ
い
か
、
乗
船
す
る
の

も
一
瞬
疑
っ
た
。
日
本
の
船
員
を
見
て
い
く
ら
か
安
堵
し
た
。

中
に
は
ま
だ
信
用
で
き
な
い
人
も
い
た
。
船
は
出
港
し
た
。

離
れ
行
く
ナ
ホ
ト
カ
を
見
て
、
よ
う
や
く
日
本
へ
帰
れ
る
、

夢
の
よ
う
だ
。
一
昼
夜
く
ら
い
か
か
っ
た
の
か
、
夜
明
け
と
と

も
に
日
本
の
山
々
が
か
す
か
に
見
え
て
き
た
。
だ
ん
だ
ん
と
近

づ
い
て
、
本
土
の
海
岸
の
松
の
緑
が
一
段
と
目
に
し
み
た
。
万

歳
を
叫
ん
だ
。
昭
和
二
十
四
年
六
月
、
民
家
の
屋
根
も
見
え
て

き
た
。
日
の
丸
の
旗
を
振
っ
て
歓
迎
し
て
く
れ
る
方
々
も
見
え

て
、
舞
鶴
港
に
着
い
た
。
桟
橋
に
白
衣
を
着
た
お
医
者
さ
ん
と

看
護
婦
さ
ん
の
方
々
と
、
ま
た
多
く
の
方
々
が
迎
え
に
来
て
く

れ
た
。
船
を
降
り
て
旧
海
軍
の
兵
舎
に
入
っ
た
。

張
り
つ
め
て
い
た
気
持
ち
が
一
度
に
ど
っ
と
崩
れ
て
、
茫
然



と
し
た
。
三
日
間
く
ら
い
滞
在
し
、
身
体
検
査
と
軽
い
調
査
を

受
け
た
。
特
別
臨
時
列
車
に
て
一
路
東
京
に
向
か
っ
た
。
途
中

の
停
車
駅
に
て
歓
待
を
受
け
た
。
私
は
品
川
駅
に
て
下
車
し
、

家
族
が
迎
え
に
来
て
い
た
の
で
一
路
立
川
に
帰
っ
た
。
よ
う
や

く
自
宅
に
着
い
て
落
ち
着
い
た
。

そ
の
後
会
社
に
勤
め
た
が
、
今
は
定
年
後
で
余
生
を
送
る
。

至
極
健
康
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
異
国
に
眠
る
亡
き
戦
友
の
冥
福
を
祈
り
、
ペ
ン
を

擱
き
ま
す
。

私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
　 神

奈
川
県
　
池
田
秀
良
　 

昭
和
二
十
年
二
月
、
東
部
第
二
十
二
部
隊
に
入
隊
し
、
七
日

後
、
満
州
虎
林
に
移
動
、
満
州
第
三
一
〇
七
部
隊
と
な
っ
た
。

物
資
不
足
の
折
柄
、
地
下
足
袋
を
は
か
さ
れ
渡
満
し
た
。
二
月

と
も
な
れ
ば
北
満
は
極
寒
の
地
、
足
の
冷
た
さ
に
往
生
し
た
。

早
速
と
厳
し
い
初
年
兵
教
育
が
始
ま
っ
た
。
古
兵
か
ら
の
制
裁

あ
る
も
の
と
覚
悟
し
て
い
た
ら
、
そ
れ
が
な
か
っ
た
。
部
隊
長

よ
り
厳
重
に
、
私
的
制
裁
禁
止
の
命
令
が
出
て
い
た
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

初
年
兵
教
育
終
了
と
同
時
に
、
虎
林
陸
軍
病
院
に
衛
生
兵
教

育
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
間
も
な
く
病
院
は
牡
丹
江

に
移
動
し
た
。
今
思
う
と
、
上
層
部
は
ソ
連
の
侵
攻
が
間
近
い

こ
と
を
気
付
い
て
の
移
動
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
原
隊
は
虎

林
か
ら
穆
稜
に
移
動
布
陣
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
掖
河
に
移
っ

た
と
後
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。
当
時
の
戦
況
は
連
合
国
側
の
攻
勢

で
、

も
は
や
日
本
の
運
命
は
決
せ
ら
れ
た
か
の
よ
う
な
状
況
だ
っ

た
。
ず
る
賢
い
ソ
連
の
こ
と
、
こ
の
機
会
を
見
逃
す
は
ず
が
な

い
。昭

和
二
十
年
八
月
九
日
未
明
、
中
立
条
約
を
無
視
し
た
ソ
連

軍
は
満
州
全
土
に
侵
入
し
て
来
た
。
主
力
部
隊
を
南
方
戦
線
、

本
土
防
衛
へ
と
送
り
出
し
た
関
東
軍
に
は
既
に
戦
の
余
力
な
く
、

全
戦
線
で
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
牡
丹
江
に
も

ソ
連
機
が
飛
来
、
各
所
に
爆
撃
を
加
え
ら
れ
た
。
小
銃
で
反
撃

を
加
え
た
が
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。

敵
の
地
上
部
隊
も
刻
々
間
近
に
迫
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ




